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○
役
員
会

　

・
四
月
一
〇
日　

  「
今
年
度
活
動
計
画
並
び
に
講
演
会
開
催
に
つ

い
て
」

　

・
九
月
二
六
日　
「
講
演
会
開
催
に
つ
い
て
」

　

・
一
一
月
二
一
日　
「
来
年
度
予
算
計
画
に
つ
い
て
」

○
参
禅
会
運
営
委
員
会

　

・
四
月
一
〇
日　

  「
今
年
度
活
動
計
画
並
び
に
今
年
度
研
修
旅
行

に
つ
い
て
」

　

・
九
月
二
六
日　
「
今
年
度
研
修
旅
行
会
計
報
告
」

　

・
一
一
月
二
一
日　

  「
来
年
度
予
算
計
画
並
び
に
来
年
度
研
修
旅

行
に
つ
い
て
」

○
『
禅
研
究
所
紀
要
』
編
集
委
員
会

　

・
一
一
月
二
一
日　
「『
禅
研
究
所
紀
要
』
第
四
六
号
に
つ
い
て
」

○
研
修
旅
行

　
　

岡
島
秀
隆
所
長
以
下
、
三
二
名
の
参
禅
会
員
の
参
加
で
、
八
月

二
八
日
か
ら
九
月
一
日
ま
で
、「
世
界
遺
産
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
と

バ
リ
島
の
宗
教
文
化
」
を
実
施
し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
・
ジ
ャ
ワ

島
に
あ
る
世
界
遺
産
ボ
ロ
ブ
ド
ゥ
ー
ル
と
プ
ラ
ン
バ
ナ
ン
両
遺
跡

を
見
学
し
て
仏
教
伝
播
の
歴
史
を
学
び
、
ま
た
エ
ー
カ
ヤ
ー
ナ
寺

院
や
ム
ン
ド
ゥ
寺
院
を
拝
登
し
て
現
在
の
仏
教
徒
の
活
動
を
見
聞

し
た
。
更
に
バ
リ
島
内
で
は
同
国
内
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
総
本
山
・

ブ
サ
キ
寺
院
や
、
風
光
明
媚
な
テ
ィ
ル
タ
＝
エ
ン
プ
ル
寺
院
（
水

の
寺
院
）、
そ
し
て
、
同
国
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
独
自
の
最
高
神
サ
ン

フ
ァ
ン
・
ウ
ィ
デ
ィ
・
ワ
サ
を
祀
る
ジ
ャ
ガ
ッ
・
ナ
タ
寺
院
な
ど

を
巡
り
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
信
仰
の
様
子
を
知
る
機
会
を
得
た
。

○
禅
籍
資
料
調
査

　
　

岡
島
秀
隆
所
長
以
下
、
所
員
・
研
究
員
八
名
が
、
二
月
二
八
日

に
岐
阜
県
関
市
を
訪
れ
、
龍
泰
寺
（
曹
洞
宗
）
を
拝
登
し
て
同
寺

所
蔵
の
資
料
の
閲
覧
・
収
集
を
行
っ
た
。
ま
た
、
円
空
仏
で
有
名

な
関
市
円
空
館
を
拝
観
し
た
。
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○
火
曜
参
禅
会

　

・
四
月
一
〇
日
、
五
月
九
日
、
六
月
一
三
日
、
七
月
一
一
日
、
九

月
一
九
日
、
一
〇
月
一
〇
日
、
一
一
月
一
四
日
、
一
二
月
五
日

（
成
道
会
摂
心
）、
一
月
一
六
日
、
二
月
一
三
日

○
禅
・
茶
話
の
会
“
放
光
”

　

・
四
月
一
八
日
、
五
月
八
日
、
六
月
一
二
日
、
七
月
一
〇
日
、
九

月
一
九
日
、
一
〇
月
一
七
日
、
一
一
月
一
三
日
、
一
二
月
一
九

日
、
一
月
二
二
日
、
二
月
二
〇
日
、
三
月
一
三
日

○
講
演
会

　

・
五
月
二
四
日
（
水
）
午
前
一
一
時
一
〇
分
よ
り

 

学
院
会
館
一
階
ホ
ー
ル

　
　
「
東
洋
の
知
恵
と
西
洋
医
学
の
調
和

　
　
　

│
わ
が
国
の
人
間
力
の
原
点
を
考
え
る
│
」

 

愛
知
医
科
大
学
理
事
長
・
名
古
屋
大
学
名
誉
教
授

 

三
宅
養
三
先
生

　

・
一
月
三
〇
日
（
火
）
午
後
一
時
三
〇
分
よ
り

 

学
院
会
館
一
階
ホ
ー
ル

　
　
「「
宗
教
学
」
に
始
ま
り
「
宗
教
学
」
に
終
わ
る
学
究
生
活

　
　
　

│
志 

い
ま
だ
老
い
ず
│
」

 

本
学
教
養
部
教
授　

川
口
高
風
先
生

○
　
平
成
二
九
年
度
禅
研
究
所
所
員
・
研
究
員
に
よ
る
著
書
・
学
術

論
文
（
仏
教
・
宗
教
関
係
）（
平
成
二
九
年
四
月
〜
三
〇
年
三
月
）

石
田
尚
敬

『Reading Bhatt･･a Jayanta on Buddhist N
om
inalism

』

（
共
著
） V

ienna: Verlag der Ö
sterreichischen  

Akadem
ie der W

issenschaften

「
仏
教
論
理
学
派
に
お
け
るprajñā

」『
仏
教
文
化
研
究
論
集

（prajñā

特
集
号
）』
一
八

「
肯
定
論
ア
ポ
ー
ハ
論
に
つ
い
て
│
シ
ャ
ー
ン
タ
ラ
ク
シ
タ
の

学
説
形
成
│
」『
禅
研
究
所
紀
要
』
四
六

大
松
久
規

「『
六
妙
門
』
に
見
ら
れ
る
禅
観
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六

六
（
一
）
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大
橋
崇
弘

「
中
世
曹
洞
宗
に
お
け
る
偈
頌
運
用
│
逆
翁
宗
順
を
中
心
と
し

て
│
」『
禅
研
究
所
紀
要
』
四
六

「『
峨
山
和
尚
法
語
』
の
引
用
典
籍
の
研
究
（
二
）」（
共
著
）

『
禅
研
究
所
紀
要
』
四
六

岡
島
秀
隆

「
宗
教
教
育
と
し
て
の
坐
禅
」『
仏
教
に
お
け
る
実
践
を
問
う

（
二
）』
法
藏
館

「Zen, Self, and Personality
」『H
andbook of Zen, 

M
indfulness, and Behavioral H

ealth

』Springer

川
口
高
風

「「
正
法
輪
」
に
お
け
る
仏
骨
奉
迎
の
記
事
に
つ
い
て
（
下
）」

『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
六
五
（
一
）

「
明
治
期
の
奉
安
殿
護
国
院
」『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』

六
五
（
一
）

「
各
地
の
新
聞
よ
り
み
た
長
崎
か
ら
京
都
ま
で
の
仏
骨
奉
迎
」

『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
六
五
（
二
）

「「
教
学
報
知
」・「
中
外
日
報
」
に
お
け
る
仏
骨
奉
迎
の
記
事
に

つ
い
て
」『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
六
五
（
二
）

「
大
正
期
の
奉
安
殿
護
国
院
」『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』

六
五
（
三
）

「「
明
教
新
誌
」・「
日
出
国
新
聞
」
に
お
け
る
仏
骨
奉
迎
の
記
事

に
つ
い
て
（
上
）」『
愛
知
学
院
大
学
教
養
部
紀
要
』
六
五

（
三
）

「
続
『
熱
田 

白
鳥
山
法
持
寺
史
』
補
遺
考
」『
禅
研
究
所
紀
要
』

四
六

「「
宗
教
学
」
に
始
ま
り
「
宗
教
学
」
に
終
わ
る
学
究
生
活

　

│
志 

い
ま
だ
老
い
ず
│
」『
禅
研
究
所
紀
要
』
四
六

木
村
文
輝

「
ラ
ー
マ
ー
ヌ
ジ
ャ
の
瞑
想
論
（
４
）
│
『
シ
ュ
リ
ー
・
バ
ー

シ
ュ
ヤ
』
Ⅲ
、
３
、20
〜
26
読
解
│
」『
愛
知
学
院
大
学
人
間

文
化
研
究
所
紀
要　

人
間
文
化
』
三
二

菅
原
研
州

「
近
世
曹
洞
宗
の
僧
侶
教
育
に
つ
い
て
」『
日
本
仏
教
教
育
学
研

究
』
二
五

「
道
元
禅
師
成
仏
論
と
弥
勒
信
仰
に
つ
い
て
」『
曹
洞
宗
総
合
研

究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要
』
一
八

「Zen and Body

」『H
andbook of Zen, M

indfulness, 



平
成
二
九
年
度
禅
研
究
所
活
動
記
録

136─　   ─

and Behavioral H
ealth

』Springer
「
曹
洞
宗
の
人
間
観
│
そ
の
伝
統
と
今
後
の
展
開
に
つ
い

て
│
」『
人
間
と
は
何
か
Ⅰ
』
法
藏
館

「
乙
堂
喚
丑
『
正
法
眼
蔵
続
絃
講
議
』
に
お
け
る
『
正
法
眼
蔵
』

の
引
用
に
つ
い
て
」『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
六
六
（
一
）

「
瞎
道
本
光
『
禅
戒
口
訣
或
問
』
の
研
究
」『
禅
研
究
所
紀
要
』

四
六

「『
峨
山
和
尚
法
語
』
の
引
用
典
籍
の
研
究
（
二
）」（
共
著
）

『
禅
研
究
所
紀
要
』
四
六

「
鈴
木
正
三
と
大
内
青
巒
の
排
耶
論
に
つ
い
て
」『
愛
知
学
院
大

学
教
養
部
紀
要
』
六
五
（
三
）

「
道
元
の
生
活
規
範
」『
大
法
輪
』
八
四
（
七
）

「
い
ろ
い
ろ
な
名
前
を
お
ぼ
え
よ
う
」（
連
載
）『
て
ら
ス
ク
ー

ル
』
曹
洞
宗
宗
務
庁

「
石
川
素
童
禅
師
の
「
勧
戒
」」（
連
載
）『
跳
龍
』
大
本
山
總
持
寺

林　
　

淳

「
日
本
仏
教
史
研
究
の
五
十
年
」（
共
著
）『
近
代
仏
教
』
二
四

「『
指
田
日
記
』
か
ら
見
た
村
の
陰
陽
師
」『
多
摩
の
た
よ
り
』

一
六
八

引
田
弘
道

「
ク
シ
ャ
ー
ン
テ
ィ
・
ア
ヴ
ァ
ダ
ー
ナ
│
『
ボ
ー
デ
ィ
サ
ッ
ト

ヴ
ァ
・
ア
ヴ
ァ
ダ
ー
ナ
・
カ
ル
パ
ラ
タ
ー
』
第
38
章
和
訳

│
」（
共
著
）『
愛
知
学
院
大
学
文
学
部
紀
要
』
四
七

「『
ボ
ー
デ
ィ
サ
ッ
ト
ヴ
ァ
・
ア
ヴ
ァ
ダ
ー
ナ
・
カ
ル
パ
ラ

タ
ー
』
第
37
章
和
訳
」（
共
著
）『
愛
知
学
院
大
学
人
間
文
化

研
究
所
紀
要　

人
間
文
化
』
三
二

「
現
代
中
国
の
仏
教
教
育
機
関
│
浙
江
仏
学
院
を
中
心
に
│
」

（
共
著
）『
禅
研
究
所
紀
要
』
四
六

日
野
紹
運

「
諸
宗
教
の
調
和
│
ヴ
ィ
ヴ
ェ
ー
カ
ー
ナ
ン
ダ
の
普
遍
宗
教
と

「
貧
者
へ
の
奉
仕
」
│
」『
イ
ン
ド
的
共
生
思
想
の
総
合
的
研

究
│
思
想
構
造
と
そ
の
変
容
を
巡
っ
て
│
』
白
峰
社

山
端
信
祐

「『
峨
山
和
尚
法
語
』
の
引
用
典
籍
の
研
究
（
二
）」（
共
著
）

『
禅
研
究
所
紀
要
』
四
六
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○
寄
贈
図
書
目
録

（
平
成
二
九
年
三
月
〜
平
成
三
〇
年
二
月
）

　
〈
寄
贈
者
五
〇
音
順
・
敬
称
略
〉

　

左
記
の
図
書
を
御
恵
贈
下
さ
り
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
研
究
資
料
と
し
て
永
く
保
存
し
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

To Digitize M
yanm

ar M
anuscripts, M

anu-
scripts List and Digital Book Production
 

Chuo Academ
ic Research Institute

Critical Review
 for Buddhist Studies 21

 
Geum

gang U
niversity

Early Indian Epistem
ology and Logic 35

 
The International Institute for Buddhist 

Studies

如
圭
詩
偈
稿　

石
附
賢
道
老
師
語
録

 

石
附
賢
道
老
師
語
録
刊
行
会

叡
山
学
院
研
究
紀
要　

三
九 

叡
山
学
院

傘
松　

八
八
二

－

八
九
三 

永
平
寺

真
宗
総
合
研
究
所
研
究
紀
要　

三
四 

大
谷
大
学

親
鸞
教
学　

一
〇
七

－

一
〇
八

 

大
谷
大
学
真
宗
学
会

大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所
研
究
所
報　

六
九
・

七
〇 

大
谷
大
学
真
宗
総
合
研
究
所

仏
教
学
セ
ミ
ナ
ー　

一
〇
三
・
一
〇
四

 

大
谷
大
学
仏
教
学
会

道
光　

七
〇
九

－
七
一
八 

可
睡
斎

佛
教
文
化
論
集　

一
二 

川
崎
大
師
教
学
研
究
所

川
崎
大
師
教
学
研
究
所
紀
要　

二

 

川
崎
大
師
教
学
研
究
所

真
宗
文
化　

二
六

 

京
都
光
華
女
子
大
学
真
宗
文
化
研
究
所

研
究
紀
要　

三
〇

 

京
都
女
子
大
学
宗
教
・
文
化
研
究
所

西
山
学
苑
研
究
紀
要　

一
二

 

京
都
西
山
短
期
大
学

藝
文
研
究　

一
一
一 

慶
應
義
塾
大
学
芸
文
学
会

高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所
紀
要　

三
〇

 

高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所

『
秘
蔵
寶
鑰
』
の
研
究　

第
一
分
冊
・
第
二
分
冊

 

高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
宗
教
と
科
学
の
対
話
」

 

高
野
山
大
学
密
教
文
化
研
究
所

日
本
研
究　

五
五
・
五
六

 

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学
研
究
紀
要　

二
一

 

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学

仙
石
山
仏
教
論
集　

九

 

国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学

宗
教
学
論
集　

三
六 

駒
沢
宗
教
学
研
究
会

日
本
文
化
研
究　

一
二

 

駒
沢
女
子
大
学
日
本
文
化
研
究
所

駒
澤
大
学
禅
研
究
所
年
報　

二
八

 

駒
澤
大
学
禅
研
究
所

駒
澤
大
学
禅
文
化
歴
史
博
物
館
紀
要

 

駒
澤
大
学
禅
文
化
歴
史
博
物
館

駒
澤
大
学
禅
文
化
歴
史
博
物
館
所
蔵
道
教
関
係
歴

史
資
料
二 

駒
澤
大
学
禅
文
化
歴
史
博
物
館

東
皐
心
越
と
水
戸
光
圀
〜
黄
門
さ
ま
が
招
い
た
異

国
の
禅
僧
〜 

駒
澤
大
学
禅
文
化
歴
史
博
物
館

駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
年
報　

五
〇

 

駒
澤
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会

仏
教
経
済
研
究　

四
六
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駒
澤
大
学
仏
教
経
済
研
究
所

駒
澤
大
学
文
学
部
研
究
紀
要　

七
五

 

駒
澤
大
学
文
学
部

駒
澤
大
學
佛
教
学
部
研
究
紀
要　

七
五

 

駒
澤
大
学
仏
教
学
部

駒
澤
大
學
佛
教
学
部
論
集　

四
八

 
駒
澤
大
学
仏
教
学
部

地
論
宗
の
研
究 

金
剛
大
學
佛
教
文
化
研
究
所
編

敦
煌
寫
本
『
大
乗
起
信
論
疏
』
の
研
究

 

金
剛
大
學
佛
教
文
化
研
究
所
編

斯
文　

一
三
〇
・
一
三
一 

㈶
斯
文
会

密
教
学　

五
三 

種
智
院
大
学
密
教
学
会

佛
教
論
叢　

六
一 

浄
土
宗
教
学
院

佛
教
文
化
研
究　

六
一 

浄
土
宗
教
学
院

深
草
教
学　

二
八 

浄
土
宗
西
山
深
草
派
宗
務
所

浄
土
宗
総
合
研
究
所
年
報
教
化
研
究　

二
八

 

浄
土
宗
総
合
研
究
所

浄
土
真
宗
総
合
研
究　

一
一

 

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所

大
学
教
育
と
情
報　

二
〇
一
七　

№
一
・
二
・
三

 

私
立
大
学
情
報
教
育
協
会

宗
報　

七
九
八

－

八
〇
九

 

真
言
宗
智
山
派
宗
務
庁

真
言
宗
豊
山
派
宗
報　

八
一
二

－
八
二
三

 

真
言
宗
豊
山
派
宗
務
所

平
和
の
た
め
の
宗
教
│
対
話
と
協
力　

九

 

世
界
宗
教
者
平
和
会
議
日
本
委
員
会

浅
草
寺
佛
教
文
化
講
座　

六
一 

浅
草
寺

善
通
寺
教
学
振
興
会
紀
要　

二
二

 

善
通
寺
教
学
振
興
会

跳
龍　

七
七
九

－

七
八
九 

總
持
寺

曹
洞
宗
研
究
員
研
究
紀
要　

四
七

 

曹
洞
宗
宗
務
庁

曹
洞
宗
報　

九
七
八

－

九
八
九 

曹
洞
宗
宗
務
庁

坐
禅
読
本
│
身
心
の
調
う
道
│ 

曹
洞
宗
宗
務
庁

曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
学
術
大
会
紀
要　

一

八 
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

宗
学
研
究
紀
要　

三
〇

 
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー

大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所
年
報　

三
九

 

大
正
大
学
綜
合
仏
教
研
究
所

東
洋
研
究　

二
〇
四

－

二
〇
六

 

大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所

大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所
所
報　

六
七
・
六
八

 

大
東
文
化
大
学
東
洋
研
究
所

永
平
寺
史
料
全
書　

文
書
編　

第
二
巻

 

大
本
山
永
平
寺

大
雄　

一
四
六

－

一
四
九 

大
雄
山
最
乗
寺

浄
土
宗
學
研
究　

四
二

 

知
恩
院
浄
土
宗
學
研
究
所

現
代
密
教　

二
八 

智
山
伝
法
院

中
央
学
術
研
究
所
紀
要　

四
六

 

中
央
学
術
研
究
所

チ
ャ
ン
ダ
ナ　

二
六
九

－

二
七
二

 

中
央
学
術
研
究
所

原
始
仏
教
聖
典
資
料
に
よ
る
釈
尊
伝
の
研
究
二
一　

個
別
研
究
編
Ⅴ 

中
央
学
術
研
究
所

宗
乗
で
説
い
た
修
證
義
・
説
戒 

滴
禅
会

東
海
佛
教　

六
二 

東
海
印
度
学
仏
教
学
会

東
京
女
子
大
学
紀
要
論
集　

六
七
・
六
八
（
一
）

 

東
京
女
子
大
学

日
本
文
学　

一
一
三

 

東
京
女
子
大
学
日
本
文
学
部
会
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仏
教
文
化
研
究
論
集　

一
八
・
一
九

 

東
京
大
学
仏
教
青
年
会

東
方
學
會
報　

一
一
三 

東
方
學
会

東
方
學　

一
三
四
・
一
三
五 

東
方
學
会

国
際
禅
研
究　

創
刊
号

 
東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所

東
洋
思
想
文
化　

七
〇 

東
洋
大
学

東
ア
ジ
ア
仏
教
学
術
論
集　

五

 

東
洋
大
学
東
洋
学
研
究
所

東
洋
哲
学
研
究
所
紀
要　

三
三

 

東
洋
哲
学
研
究
所

博
物
館
学
年
報　

四
八

 

同
志
社
大
学
博
物
館
学
芸
員
課
程

同
朋
佛
教　

五
一

－

五
三 

同
朋
大
学
仏
教
学
会

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
報　

三
〇

 

同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所

同
朋
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要　

三
六

 

同
朋
大
学
仏
教
文
化
研
究
所

共
生
文
化
研
究　

二 

共
生
文
化
研
究
所

成
田
山
仏
教
研
究
所
紀
要　

四
〇

 

成
田
山
新
勝
寺
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南
山
宗
教
文
化
研
究
所

南
山
宗
教
文
化
研
究
所
報　

四
一

 

南
山
宗
教
文
化
研
究
所

教
化
学
研
究　

七
・
八

 

日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所

日
蓮
宗
年
表　

四
三
・
四
四

 

日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所

現
代
宗
教
研
究　

五
〇
・
五
一

 

日
蓮
宗
現
代
宗
教
研
究
所

日
蓮
正
宗
教
学
研
鑽
所
紀
要　

四

 

日
蓮
正
宗
教
学
研
鑽
所

印
度
学
佛
教
學
研
究　

一
四
一

－

一
四
三

 

日
本
印
度
学
佛
教
学
会

宗
教
研
究　

三
八
八

－

三
九
〇 

日
本
宗
教
学
会

日
本
中
國
學
會
報　

六
九 

日
本
中
國
學
會

日
本
佛
教
學
會
年
報　

八
二 

日
本
佛
教
學
會

日
本
仏
教
教
育
学
研
究　

二
五

 

日
本
仏
教
教
育
学
会

密
教
学
研
究　

四
九 
日
本
密
教
学
会

花
園
大
学
人
権
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー
報　

三
二

 

花
園
大
学
人
権
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

人
権
教
育
研
究　

二
五

 

花
園
大
学
人
権
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

孤
立
社
会
か
ら
の
脱
出　

二
四

 

花
園
大
学
人
権
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

禅
学
研
究　

九
五 

花
園
大
学
禅
学
研
究
会

豊
山
教
学
大
会
紀
要　

四
五 

豊
山
教
学
振
興
会

佛
教
史
學
研
究　

五
九
（
一
・
二
）

 

佛
教
史
學
会

佛
教
大
学
総
合
研
究
所
共
同
研
究
成
果
報
告
論
文

集 

佛
教
大
学
総
合
研
究
所

佛
教
学
会
紀
要　

二
二 

佛
教
大
学
仏
教
学
会

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要　

三

 

佛
教
大
学
法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー

宗
教
年
鑑　

平
成
二
六
年
版
〜
二
八
年
版

 

文
化
庁

中
華
佛
學
研
究　

三
〇

 

法
鼓
山
・
中
華
佛
学
研
究
所

法
鼓
佛
學
學
報　

二
〇 

法
鼓
佛
教
學
院

松
ヶ
岡
文
庫
研
究
年
報　

三
一 

松
ヶ
岡
文
庫
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身
延
論
叢　

二
二 

身
延
山
大
学
仏
教
学
会

武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
紀
要　

三
三

 

武
蔵
野
大
学
仏
教
文
化
研
究
所

日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要　

四
四

 
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所

法
華
文
化
研
究　

四
二
・
四
三

 

立
正
大
学
法
華
経
文
化
研
究
所

龍
谷
教
学　

五
二 
龍
谷
教
学
会
議

仏
教
を
通
じ
た
日
韓
文
化
交
流
の
歴
史
と
展
望
│

未
来
へ
の
伝
灯
│

 

龍
谷
大
学
世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

二
〇
一
五
年
度
研
究
活
動
報
告
書

 

龍
谷
大
学
世
界
仏
教
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー

佛
教
学
研
究　

七
三 

龍
谷
大
学
仏
教
学
会

龍
谷
大
学
仏
教
学
研
究
室
年
報　

二
一
・
二
二

 

龍
谷
大
学
仏
教
学
研
究
室

龍
谷
大
学
佛
教
文
化
研
究
所
紀
要　

五
五

 

龍
谷
大
学
佛
教
文
化
研
究
所

蓮
花
寺
佛
教
研
究
所
紀
要　

一
〇

 

蓮
花
寺
佛
教
研
究
所


